
                         

調査研究委員会では、継続的にパブリックアートに

関する研究を進め、2009年「パブリックアート再考」

をまとめましたが、以降アートを取り巻く状況もさら

に変化を呈し、再度見つめなおす必要があると考えら

れました。そこで「パブリックプレイス」という「場」

のポテンシャルや文化性にも注目し、議論の展開を図

るものとしました。 

 

現在は調査研究部会と名を変え、４つのテーマ～バ

ランス創造科学と人の心の科学、エコロジーとアート、

地域風土に根差した文化芸術活動、評価・政策システ

ム～を各分科会にて調査研究してきました。その中で

今回、評価・政策システム部会にて「アーティスト選

定要項及び選定基準 試案」が中間報告として成果を

見ましたので、さる7月22日ＡＧＣスタジオにて講演及

び報告のかたちで公表させていただきました。 

 

進行は、先ず工藤安代氏（NPO法人アート＆ソサイエ

ティ研究センター理事）に「パブリック／コミュニテ

ィ／アート －アートと場の文化性とは？」をテーマ

として講演をいただき、パブリックアートの成り立ち

から時代による変遷、今日の課題まで、豊富な資料・

実例・海外事例を

もとに、現在の状

況 を 概 観 し ま し

た。 

特に公共空間のア

メニティに対する

意 識 の 向 上 に よ

り、パブリックア

ートの選定・設置

か ら 管 理 に か け

て、市民参加によ

る自主的な「パブ

リックプレイス」

の形成がなされつ

つあるとの海外事

例の紹介には興味

深いものがありま

す。特に作品決定 

の対話や地域の調 

 

査が行われ、従来のパブリックアートの立ち位置が、

場の歴史、場の文化的特色、地域住民の特色、地域の

問題／課題を踏まえ、イッシュー・スペシフィックや

オーディエンス／コミュニティ・スペシフィック（ア

ート）へと展開されていることは、注目に値すると思

います。 

 

報告は、講演にて指摘された市民の参加による「パ

ブリックプレイス」形成に必要と思われる実務的なプ

ロセスに注目し、パブリックアートが市民の資産とし

て認知されるためには、議論の透明性を確保すること

が必要と考え、アート選定に係わる試案を提案しまし

た。内容は会員に先に配布した「アーティスト選定要

項及び選定基準 試案」小冊子をテキストに、その内

容に沿って行いました。 

試案はパブリックプレイス整備を目的とするパブリ

ックアート設置に至るプロセスを検証し、それに係わ

る人材～発起人、支援者、アドミニストレーター（管

理者）、コーディネーター、アーティスト、アドバイザ

ー～の役割を明確化することから始まり、要項の作成

から、公開のコンペやプロポーザルによる人材選定、

評価の公表、その後のフォローに至るプロセスを概論

しました。 

 

 トークにおける討議では、建築家からはコーディネ

ーターやアーティストがプロジェクトに参加するタイ

ミングの見極めの困難さが指摘される一方、アーティ

ストの立場からはプロジェクトへの早期の参画を望む

意見が出されました。今回の試案が現実性を帯びるた

めには実践的な展開の必要性が痛感されます。ａａｃ

ａは建築・美術・工芸などに係わる日本唯一の団体で

す。環境整備に係わるアドバイザー（評価機関）とし

て活動の展開を図ることも必要ではないかと思います。 

 

調査研究部会ではトークの継続を予定しています。

また、先にあげたテーマの４分科会は鋭意研究活動中

です。ともに研究に参画し、議論を展開してくださる

方々を募っています。皆様の参加をお待ちしています。                                              
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